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広
報
は
や
ま
11
月
号

１　黄色い安全栓を引
き抜きます。

２　ホースかノズルを
火元に向けます。
火元から２～３
メートル離れた所
まで近づきます。

３　レバーを強く
握り薬剤を放
射します。

平
成
23
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

「
消
し
た
は
ず

　決
め
つ
け
な
い
で

　も
う
一
度
」

　
秋
季
火
災
予
防
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
一
人
一
人
が

防
火
の
重
要
性
を
自
覚
し
、
日
常
生
活
で
の
防
火
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
火
災
に
よ
る

死
傷
事
故
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
中
に
お
け
る
葉
山
町
の
出
火
件
数
は
12
件
で
、前
年
よ
り
７
件
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
原
因
別
に
み
る
と
、「
電
気
製
品
（
配
線
等
）」、「
こ
ん
ろ
」、「
火
遊
び
」、「
た
ば
こ
」、「
ス
ト
ー

ブ
」
な
ど
と
な
っ
て
い
て
、
電
気
製
品
（
配
線
等
）
か
ら
の
出
火
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
電
気
製
品
や
配
線
器
具
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

■　町内の火災件数（年中）
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実
施
期
間

　11
月
9
日
㈬
〜
15
日
㈫

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥
し
、
気

温
も
低
く
な
り
、
暖
房
機
器
等
を
使
用
す
る

機
会
も
増
え
て
く
る
の
で
、
よ
り
一
層
火
気

の
取
扱
い
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
火
災
発
見
後
の
数
分
間
が
そ
の
被
害
の
大

小
を
決
め
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

火
災
の
延
焼
拡
大
を
阻
止
す
る
に
は
、
初
期

の
段
階
で
的
確
に
消
火
を
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
消
火
器
は
初
期
消
火
に
有
効
な
力
を

発
揮
し
、
消
火
効
果
が
十
分
に
得
ら
れ
ま
す

の
で
落
ち
着
い
て
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
消
火
器
に
は
、
住
宅
用
消
火
器
や
業
務
用

消
火
器
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
一
般
の
ご
家
庭

に
は
、
住
宅
用
消
火
器
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
一
般
住
宅
か
ら
の
火
災
を
対
象
に
し
た
小

型
で
軽
量
な
消
火
器
で
す
。本
体
の
色
は
ベ
ー

ジ
ュ
や
グ
リ
ー
ン
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
消
火
器
の
薬
剤
は
、
粉
末
と
強

化
液
の
両
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
消

火
器
の
使
用
期
限
は
、
取
扱
い
説
明
書
・
消

火
器
本
体
に
貼
ら
れ
て
い
る
シ
ー
ル
に
表
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
使
用
期
限
の
過
ぎ
て
い
る

消
火
器
は
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
も
火
災
が
起
き
た
ら

　消
火
器
で
初
期
消
火
！

《
消
火
器
の
種
類
》

《
住
宅
用
消
火
器
》

《
住
宅
用
消
火
器
の
種
類
》

《
消
火
器
の
使
用
上
の
注
意
》

○
屋
外
で
使
用
す
る
場
合
は
、
風
上
か
ら
消

火
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
屋
内
で
使
用
す
る
場
合
は
、
消
火
後
に
備

え
て
、
い
つ
で
も
逃
げ
ら
れ
る
よ
う
に
避

難
口
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

○
炎
の
上
か
ら
消
火
薬
剤
を
か
け
て
も
効
果

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
火
元
に
向
け
て
放

射
し
て
く
だ
さ
い
。

○
消
火
薬
剤
は
ホ
ー
ス
や
ノ
ズ
ル
を
左
右
に

ゆ
っ
く
り
と
掃
く
よ
う
に
か
け
る
と
効
果

的
で
す
。

○
炎
が
天
井
ま
で
広
が
っ
た
ら
消
火
器
に
よ

る
消
火
は
不
可
能
で
す
。
す
ぐ
に
避
難
し

て
く
だ
さ
い
。

○
住
宅
用
強
化
液
消
火
器

　
水
系
の
薬
剤
が
霧
状
に
放
射
さ
れ
、
天

ぷ
ら
油
火
災
な
ど
の
消
火
に
最
適
で
す
。

○
住
宅
用
粉
末
消
火
器

　
粉
末
の
薬
剤
が
広
い
範
囲
を
覆
っ
て
、

火
勢
を
抑
え
消
火
し
ま
す
。

○消火を確認します。一度消えたと思っ
ても再発火する可能性があるため、最
後まで放射してください。

《住宅用消火器の使用方法》
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お
知
ら
せ

【
最
優
秀
賞
（
議
長
賞
）】

【
優
秀
賞
（
消
防
長
賞
）】

【
優
良
賞
（
危
険
物
安
全
協
会
長
賞
）】

作
品
の
展
示

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
有
効
に
使
用
で
き
る

よ
う
に
消
火
器
を
適
正
な
場
所
に
設
置
し
、

管
理
点
検
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
水
が
か
か
る
場
所
、
湿
気
の
多
い
場
所
に

は
設
置
し
な
い
。

○
雨
風
に
さ
ら
さ
れ
る
場
所
、
直
射
日
光
の

あ
た
る
場
所
、
温
度
変
化
の
大
き
い
場
所

に
は
設
置
し
な
い
。（
屋
外
に
設
置
す
る

場
合
は
専
用
の
ボ
ッ
ク
ス
に
収
納
す
る
）

○
日
頃
か
ら
腐
食
・
破
損
等
が
な
い
か
点
検

す
る
。

　「
消
防
署
の
方
か
ら
来
た
」「
一
般
家
庭
に

も
設
置
義
務
が
あ
る
」
な
ど
と
偽
っ
た
り
、

出
入
り
業
者
ま
た
は
契
約
業
者
を
装
っ
て
不

当
な
価
格
で
消
火
器
の
訪
問
販
売
や
点
検
を

し
た
り
す
る
業
者
が
い
ま
す
。
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　
町
内
の
小
学
校
4
年
生
を
対
象
に
防
火
ポ

ス
タ
ー
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
2
3
9
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
応
募
作
品

に
つ
い
て
、
審
査
会
に
よ
る
審
査
の
結
果
、

10
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
応
募
さ
れ
た
作
品
は
11
月
７
日
㈪
か
ら
24

日
㈭
の
間
、
保
育
園
・
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

学
び
の
広
場
に
展
示
し
ま
す
。

問
合
せ

　
消
防
本
部
　
☎
8
7
6

－

0
1
1
9
　

　
　
　
　
　
　
内
線
3
2
2

　
皆
さ
ん
の
正
確
な
通
報
が
迅
速
・
的
確
な

活
動
に
つ
な
が
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に

備
え
、
電
話
機
の
近
く
に
自
宅
所
在
地
の
説

明
方
法
等
を
書
い
た
メ
モ
を
貼
っ
て
お
く
と

便
利
で
す
。
ま
た
、
携
帯
電
話
で
の
通
報
は

近
隣
の
消
防
本
部
に
繋
が
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
葉
山
町
消
防
本
部
に
転
送
さ
れ
ま
す

の
で
、
切
ら
ず
に
落
ち
着
い
て
指
令
員
の
指

示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
消
防
署
で
は
、
火
災
・
救
助
・
警
戒
等
の
出

場
時
、
災
害
案
内
（
☎
8
7
5

－

4
0
0
0
）

を
し
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
の
診
療
日
・
診
療

時
間
の
問
合
せ
は
消
防
本
部
ま
で
。

問
合
せ
　
消
防
本
部
☎
8
7
6

－

0
1
1
9

長
柄
小
学
校
　
　
薄
井
　
蓮
さ
ん

葉
山
小
学
校
　
牧
野
内
悠
人
さ
ん

葉
山
小
学
校
　
　
曲
田
凪
沙
さ
ん

葉
山
小
学
校
　
　
加
藤
大
地
さ
ん

葉
山
小
学
校
　
　
須
田
裕
夢
さ
ん

一
色
小
学
校
　
　
本
郷
　
桃
さ
ん

葉
山
小
学
校
　
佐
々
木
寛
英
さ
ん

葉
山
小
学
校
　
　
堀
田
零
士
さ
ん

　
消
火
器
に
も
寿
命
が
あ
り
ま
す
。
古
く
な
っ
た

消
火
器
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
使
え
な
い
な
ど
、

事
故
に
つ
な
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
廃
棄
の
際

は
、
特
定
窓
口
（
消
火
器
販
売
店
）、
指
定
取
引

場
所
（
メ
ー
カ
ー
営
業
所
、
収
集
運
搬
業
者
等
）

な
ど
の
、
リ
サ
イ
ク
ル
窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

２
０
１
０
年
１
月
以
降
に
製
造
さ
れ
て
い
る
消
火

器
は
、
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ー
ル
付
き
で
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ー
ル
の

つ
い
た
消
火
器
は
、
廃
棄
に
必
要
な
費
用
が
製
品

価
格
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
「
消
火

器
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
セ
ン
タ
ー
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
消
火
器
の
管
理
方
法
》

2
0
1
0
年
１
月
１
日
か
ら
、

消
火
器
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
が

　
　
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す

悪
質
な
消
火
器
の
訪
問
販
売
や

点
検
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

2
0
1
1
防
火
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
審
査
結
果

11
月
９
日
は

　『
１
１
９
番
の
日
』

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ

れ
て
い
ま
す
。
住
宅
火
災
の
死
者
数
の
半
数

以
上
が
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
火
災
を
早
期
発
見

で
き
、
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
人
は
早
急
に
設
置
し
、

火
災
か
ら
大
切
な
生
命
、
財
産
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

　
消
防
本
部
で
は
、
11
月
中
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
戸
別
訪
問
に

よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
　
消
防
本
部
☎
8
7
6

－

0
1
1
9

　
　
　
　
内
線
3
2
3

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」の
設
置

義
務
化
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
！

一
色
小
学
校
　
武
内
志
賢
さ
ん

葉
山
小
学
校
　
松
本
京
子
さ
ん

【
最
優
秀
賞
（
町
長
賞
）】
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広
報
は
や
ま
11
月
号

葉
山
町
防
災
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
各
地
で
甚
大
な
被

害
を
受
け
て
い
ま
す
。
消
防
庁
の
集
計
に
よ

る
と
、
10
月
11
日
17
時
現
在
、
死
者
1
万

6
、0
1
9
人
、
行
方
不
明
者
3
、8
0
5
人

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
方
々
の
多
く

は
、
津
波
被
害
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
６
月
24
日

に
「
津
波
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が

公
布
さ
れ
、
同
日
付
け
で
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
の
中
で
、
国
民
の
間
に
広
く
津

波
対
策
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
11
月
５
日
が

「
津
波
防
災
の
日
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
１
８
５
４
年
11
月
５
日
は
、「
安
政
南
海

地
震
」
が
発
生
し
、
こ
の
地
震
に
起
因
す
る

津
波
に
よ
り
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
日
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
時
の
実
際
の

津
波
避
難
事
例
を
モ
デ
ル
と
し
た
「
稲
村
の

火
」
と
い
う
物
語
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
Ｐ
５
参
照
）
主
人
公
が
、
津
波
の
襲
来
を

予
想
し
、
村
人
を
高
台
へ
導
き
救
っ
た
と
い

う
内
容
で
す
。

　
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
、
津
波
避
難
意
識
を

高
め
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
す
。

　
地
震
を
覚
知
し
た
と
き
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
等
の
情
報
に
留
意
し
、「
津
波
注
意
報
」

ま
た
は
「
津
波
警
報
」
が
発
表
さ
れ
た
と
き

は
、
直
ち
に
海
岸
か
ら
離
れ
、
急
い
で
高
所

に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
9
月
下
旬
か
ら
配
布
を
開
始
し
た

「
防
災
マ
ッ
プ
」
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
海

抜
6
㍍
・
10
㍍
・
20
㍍
の
3
つ
の
ラ
イ
ン
に

色
分
け
し
て
い
る
も
の
で
す
。
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で

す
。

問
合
せ
　
総
務
課
　
☎
内
線
５
６
１

●
海
抜
ラ
イ
ン
マ
ッ
プ

●
津
波
防
災
の
日

鎌
倉
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
税
の
役
割
と
税
務
署

の
仕
事
」、
税
に
関
す
る
情
報
は
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.nta.go.jp

）
へ
。

問
合
せ
　
☎
0
4
6
7

－

2
2

－

5
5
9
1
（
代
表
）

11
月
11
日
㈮
〜
11
月
17
日
㈭
は

　
　「税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。

　
各
種
書
類
の
配
布
、
年
末
調
整
の
仕
方
、

法
定
調
書
・
給
与
支
払
報
告
書
等
の
作
成
と

提
出
方
法
を
説
明
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
10
日
㈭
13
時
30
分
〜
16
時

場
所
　
葉
山
町
役
場
４
階
大
会
議
室

問
合
せ
　
鎌
倉
税
務
署
源
泉
所
得
税
担
当

年
末
調
整
説
明
会

【
予
約
不
要
】

日
時
　
11
月
15
日
㈫
、
16
日
㈬

　
　
　
10
時
〜
16
時

場
所
　
逗
子
市
役
所
1
階
市
民
ホ
ー
ル

【
予
約
制
】

日
時
　
11
月
15
日
㈫
10
時
〜
16
時

　（
以
後
、
毎
月
第
二
火
曜
日
）

場
所
　
税
理
士
会
鎌
倉
支
部
事
務
局

問
合
せ
　
東
京
地
方
税
理
士
会
鎌
倉
支
部
　

　
　
　
　
☎
0
4
6
7

－

2
5

－

5
2
2
0

税
理
士
会
に
よ
る「
税
の
無
料
相
談
会
」

　
所
得
税
の
青
色
申
告
決
算
書
の
作
成
、
消
費

税
等
の
各
種
届
出
・
申
告
方
法
、
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム（
e

－

T
a
x
）、
年
末
調
整
の

仕
方
等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
会
場
で
は
年

末
調
整
関
係
書
類
、
給
与
支
払
報
告
書
な
ど
の

用
紙
を
配
布
し
ま
す
。

日
時
　
12
月
6
日
（
火
）
14
時
〜
16
時
30
分

場
所
　
葉
山
町
商
工
会
２
階
会
議
室

※
駐
車
場
の
用
意
は
あ
り
ま
せ
ん
。

個
人
事
業
者
向
け
の

青
色
決
算
説
明
会
・
消
費
税
等
説
明
会

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
直
接
電
子
申
告
が
で
き

ま
す
。
本
人
の
電
子
署
名
と
電
子
証
明
書
を
添

付
し
、
e

－

T
a
x
を
利
用
し
て
、
平
成
23
年

分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
と
、
所
得
税

額
か
ら
最
高
４
千
円
の
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
平
成
22
年
分
以
前
の
確
定
申
告
で
こ
の
控
除

の
適
用
を
受
け
た
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

　
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票
等
に
つ
い

て
は
、
記
載
内
容
を
入
力
し
て
送
信
す
る
だ
け

で
、
提
出
や
提
示
を
省
略
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、

確
定
申
告
期
限
か
ら
３
年
間
は
、
添
付
書
類
の

提
出
や
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
）

e

－

T
a
x
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.e-

tax.nta.go.jp

便
利
な
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
の
e

－

T
a
x
に
つ
い
て

問
合
せ
　
鎌
倉
税
務
署
　
個
人
課
税
第
１
部
門

　          

指
導
担
当
　
☎
内
線
4
1
2
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お
知
ら
せ

●
稲
む
ら
の
火

　「こ
れ
は
、
た
だ
事
で
な
い
」

と
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、
五
兵
衛
は
家
か
ら
出

て
来
た
。
今
の
地
震
は
、
別
に
烈
し
い
と
い

う
程
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
長

い
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ゆ
れ
方
と
、
う
な
る
よ

う
な
地
鳴
り
と
は
、
老
い
た
五
兵
衛
に
、
今

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
無
気
味
な
も
の

で
あ
っ
た
。

　五
兵
衛
は
、
自
分
の
家
の
庭
か
ら
、
心
配

げ
に
下
の
村
を
見
下
し
た
。
村
で
は
、
豊
年

を
祝
う
宵
祭
の
支
度
に
心
を
取
ら
れ
て
、

さ
っ
き
の
地
震
に
は
一
向
気
が
つ
か
な
い
も

の
の
よ
う
で
あ
る
。

　村
か
ら
海
へ
移
し
た
五
兵
衛
の
目
は
、
た

ち
ま
ち
そ
こ
に
吸
付
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

風
と
は
反
対
に
波
が
沖
へ
沖
へ
と
動
い
て
、

見
る
見
る
海
岸
に
は
、
広
い
砂
原
や
黒
い
岩

底
が
現
わ
れ
て
来
た
。

　「大
変
だ
。
津
波
が
や
っ
て
来
る
に
違
い

な
い
」
と
、
五
兵
衛
は
思
っ
た
。
こ
の
ま
ま

に
し
て
お
い
た
ら
、
四
百
の
命
が
、
村
も
ろ

共
一
の
み
に
や
ら
れ
て
し
ま
う
。
も
う
一
刻

も
猶
予
は
出
来
な
い
。

　「よ
し
」

と
叫
ん
で
、
家
に
か
け
込
ん
だ
五
兵
衛
は
、

大
き
な
松
明
を
持
っ
て
飛
出
し
て
来
た
。
そ

こ
に
は
、
取
り
入
れ
る
ば
か
り
に
な
っ
て
い

る
た
く
さ
ん
の
稲
束
が
積
ん
で
あ
る
。

　「も
っ
た
い
な
い
が
、
こ
れ
で
村
中
の
命

が
救
え
る
の
だ
」

と
、
五
兵
衛
は
、
い
き
な
り
そ
の
稲
む
ら
の

一
つ
に
火
を
移
し
た
。
風
に
あ
お
ら
れ
て
、

火
の
手
が
ぱ
っ
と
上
っ
た
。
一
つ
又
一
つ
、

五
兵
衛
は
夢
中
で
走
っ
た
。
こ
う
し
て
、
自

分
の
田
の
す
べ
て
の
稲
む
ら
に
火
を
つ
け
て

し
ま
う
と
、
松
明
を
捨
て
た
。
ま
る
で
失
神

し
た
よ
う
に
、彼
は
そ
こ
に
突
立
っ
た
ま
ま
、

沖
の
方
を
眺
め
て
い
た
。

　日
は
す
で
に
没
し
て
、
あ
た
り
が
だ
ん
だ

ん
薄
暗
く
な
っ
て
来
た
。
稲
む
ら
の
火
は
天

を
こ
が
し
た
。
山
寺
で
は
、
こ
の
火
を
見
て

早
鐘
を
つ
き
出
し
た
。

　「火
事
だ
。
荘
屋
さ
ん
の
家
だ
」
と
、
村

の
若
い
者
は
、急
い
で
山
手
へ
か
け
出
し
た
。

続
い
て
、
老
人
も
、
女
も
、
子
供
も
、
若
者

の
後
を
追
う
よ
う
に
か
け
出
し
た
。

　高
台
か
ら
見
下
し
て
い
る
五
兵
衛
の
目
に

は
、
そ
れ
が
蟻
の
歩
み
の
よ
う
に
、
も
ど
か

し
く
思
わ
れ
た
。
や
っ
と
二
十
人
程
の
若
者

が
、
か
け
上
っ
て
来
た
。
彼
等
は
、
す
ぐ
火

を
消
し
に
か
か
ろ
う
と
す
る
。
五
兵
衛
は
大

声
に
言
っ
た
。

　「う
っ
ち
ゃ
っ
て
お
け
。─

─

大
変
だ
。
村

中
の
人
に
来
て
も
ら
う
ん
だ
」

　村
中
の
人
は
、
追
々
集
ま
っ
て
来
た
。
五

兵
衛
は
、
後
か
ら
後
か
ら
上
っ
て
来
る
老
幼

男
女
を
一
人
一
人
数
え
た
。
集
ま
っ
て
来
た

人
々
は
、
燃
え
て
い
る
稲
む
ら
と
五
兵
衛
の

顔
と
を
、
代
る
代
る
見
く
ら
べ
た
。

　そ
の
時
、
五
兵
衛
は
力
一
ぱ
い
の
声
で
叫

ん
だ
。

　「見
ろ
。
や
っ
て
来
た
ぞ
」

　た
そ
が
れ
の
薄
明
か
り
を
す
か
し
て
、
五

兵
衛
の
指
さ
す
方
を
一
同
は
見
た
。
遠
く
海

の
端
に
、細
い
、暗
い
、一
筋
の
線
が
見
え
た
。

そ
の
線
は
見
る
見
る
太
く
な
っ
た
。
広
く

な
っ
た
。非
常
な
速
さ
で
押
し
寄
せ
て
来
た
。

　「津
波
だ
」

と
、
誰
か
が
叫
ん
だ
。
海
水
が
、
絶
壁
の
よ

う
に
目
の
前
に
迫
っ
た
と
思
う
と
、
山
が
の

し
か
か
っ
て
来
た
よ
う
な
重
さ
と
、
百
雷
の

一
時
に
落
ち
た
よ
う
な
と
ど
ろ
き
と
を
も
っ

て
、
陸
に
ぶ
つ
か
っ
た
。
人
々
は
、
我
を
忘

れ
て
後
へ
飛
び
の
い
た
。
雲
の
よ
う
に
山
手

へ
突
進
し
て
来
た
水
煙
の
外
は
、
一
時
何
物

も
見
え
な
か
っ
た
。

　人
々
は
、
自
分
等
の
村
の
上
を
荒
れ
狂
っ

て
通
る
白
い
恐
ろ
し
い
海
を
見
た
。
二
度
三

度
、
村
の
上
を
海
は
進
み
又
退
い
た
。

　高
台
で
は
、
し
ば
ら
く
何
の
話
し
声
も
な

か
っ
た
。
一
同
は
、
波
に
え
ぐ
り
取
ら
れ
て

あ
と
か
た
も
な
く
な
っ
た
村
を
、
た
だ
あ
き

れ
て
見
下
し
て
い
た
。

　稲
む
ら
の
火
は
、
風
に
あ
お
ら
れ
て
又
燃

え
上
り
、
夕
や
み
に
包
ま
れ
た
あ
た
り
を
明

る
く
し
た
。
始
め
て
我
に
返
っ
た
村
人
は
、

こ
の
火
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
の
だ
と
気
が
つ

く
と
、
無
言
の
ま
ま
五
兵
衛
の
前
に
ひ
ざ
ま

づ
い
て
し
ま
っ
た
。

は
げ

た
い
ま
つ

た
い
ま
つ


